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砂防に関する環太平洋国際シンポジウム「INTERPRAEVENT 2026」が2026年10月20日（火）か

ら23日（金）までの4日間、北海道札幌市の札幌コンベンションセンターで開催されました。

共生は、本シンポジウムに企業展示ブースを出展するとともに、論文のポスター発表を行いました。

本シンポジウムは、「気候変動下における複合自然災害とリスク管理」をテーマに開催され、国内

外から約500名の技術者、研究者、行政関係者らが参加しました。防災・減災に関する活発な議論や

情報共有が行われ、国際的な技術交流の場となりました。

企業展示ブースでは、共生が開発・展開するハイブリッド構造砂防堰堤の1/20模型と構造パネル

を展示し、リーフレットの配布を行いました。展示したのは、不透過型のINSEM-DW・セル式、

透過型のHBBO＋型・VCCO型の砂防堰堤です。

構造模型には、国内外から多くの来訪者に

直接触れていただきました。模型を通じて、

パネルやリーフレットだけでは伝わりにくい

「着脱の容易性」や「上流側への管理用道路

の省略が可能」といった構造上の特⾧を、

直感的に理解していただくことができました。

また、これらの特⾧を生かした維持管理上の

メリットについても高い関心が寄せられ、

ハイブリッド構造砂防堰堤の有用性を広く

発信する機会となりました。
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近年、国外で発生している大規模な土砂災害や河道閉塞（天然ダム）への対策に関心が集まる中、

多くの海外技術者・研究者が共生の展示ブースを訪れました。

特に、昨年、河道閉塞に伴う土砂災害への対応が課題になった台湾からの来訪者をはじめ、各国の

技術者・研究者から、セル式構造など、各種ハイブリッド砂防構造物の特⾧について熱心な質問が

寄せられました。

今回の出展は、国内のみならず、海外の防災・減災ニーズに対しても共生の技術を広く知っていた

だく貴重な機会となりました。

企業展示と並行して、構造物部門において論文「Evolution of Hybrid-Structure Sabo Dams in 

Japan（日本におけるハイブリッド構造砂防堰堤の展開）」のポスター発表を行いました。

本論文では、「ハイブリッド構造の砂防堰堤は、土・鋼・コンクリートという異なる材料を組み合

せ、それぞれの特性を最大限に活用する」というコンセプトに基づき、共生のハイブリッド構造砂

防堰堤の発展と展開を紹介しています。

不透過型堰堤としてINSEM-DW・セル式、透過型堰堤としてHBBO+型・VCCO型へと発展してき

た経緯を整理し、各構造の特⾧と可能性をまとめました。

発表論文は、全5ページで構成されており、その内容を１枚のポスターに集約しました。以下に日

本語版のポスターを掲載します。


